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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部からの信号により周波数特性及び位相特性が可変なフィルタ回路と、
　このフィルタ回路の主に周波数特性を決定する第１の制御信号を生成する周波数制御回
路と、
　前記フィルタ回路の主に位相特性を決定する第２の制御信号を生成する位相制御回路と
、
　前記フィルタ回路の入力信号と出力信号との位相差を検出する位相検出回路と、を備え
、
　前記フィルタ回路を前記周波数制御回路からの前記第１の制御信号により所望の周波数
特性に設定した状態で、前記位相検出回路の出力を一定に保つように前記位相制御回路か
らの前記第２の制御信号によって前記フィルタ回路の位相特性を調整し、
　所望の周波数の疑似信号を前記フィルタ回路に対して選択的に出力する疑似信号発生器
と、
　前記位相検出回路の出力を一定に保つための前記第２の制御信号のレベルを記憶する記
憶回路と、をさらに備え、
　前記疑似信号発生器による前記疑似信号の周波数を順次変更して前記フィルタ回路に出
力させるとともに、各々の周波数における前記第２の制御信号のレベルを前記記憶回路に
記憶させることを特徴とする位相調整機能付フィルタ回路。
【請求項２】
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　前記フィルタ回路はバンドパスフィルタを含み、前記第２の制御信号によって前記フィ
ルタ回路の入力信号と出力信号の位相差をなくすように調整することを特徴とする請求項
１記載の位相調整機能付フィルタ回路。
【請求項３】
　前記疑似信号発生器は前記第１の制御信号により出力する前記疑似信号の周波数を決定
できるものであり、前記疑似信号の周波数と、
　前記フィルタ回路のカットオフ周波数を等しく設定するようにしたことを特徴とする請
求項１又は２記載の位相調整機能付フィルタ回路。
【請求項４】
　外部からの信号によりカットオフ周波数特性及び位相特性が可変なフィルタ回路と、
　メディアから得られたウォブル信号の前記フィルタ回路の出力を基に前記ウォブル信号
に重畳された位相変調情報の搬送波にあたる正弦波信号を生成するとともに外部からの信
号により特定の周波数の正弦波信号を生成可能な搬送波生成回路と、
　前記ウォブル信号と前記正弦波信号とを乗算する乗算器と、を備え、
　前記乗算器の乗算結果から位相変調情報を復調する位相復調回路であって、前記フィル
タ回路に対する入力及び前記乗算器に対する一方の入力を前記ウォブル信号から前記搬送
波生成回路による正弦波信号に選択的に切換えるフィルタ入力切換手段と、
　前記乗算器に対する他方の入力を前記搬送波生成回路による正弦波信号から前記フィル
タ回路の出力信号に選択的に切換える乗算器入力切換手段と、
　前記搬送波生成回路から特定の周波数の正弦波信号を出力させるとともに前記フィルタ
回路に対する入力を前記ウォブル信号から前記搬送波生成回路による前記特定の周波数の
正弦波信号に切換え、かつ、前記乗算器に対する入力を前記搬送波生成回路による前記特
定の周波数の正弦波信号と前記フィルタ回路の出力信号とに切換えることにより、前記乗
算器の前記特定の周波数の正弦波信号と前記フィルタ回路の出力信号との乗算結果から前
記特定の周波数の正弦波信号と前記フィルタ回路の出力信号との位相差を検出し、その位
相差を特定の値に保つように前記フィルタ回路の位相調整を行う位相調整制御手段と、を
備えることを特徴とする位相復調回路。
【請求項５】
　前記位相調整制御手段は、前記乗算器の出力信号のピーク値を検出するピーク検出回路
を備え、このピーク検出回路の出力が最大となるように前記フィルタ回路の位相調整を行
うことを特徴とする請求項４記載の位相復調回路。
【請求項６】
　請求項１ないし３の何れか一に記載の位相調整機能付フィルタ回路を含みメディアから
得られるウォブル信号に基づき位相変調情報を復調する位相復調回路又は請求項４又は５
に記載の位相復調回路を備えることを特徴とする光ディスク装置。
【請求項７】
　記憶手段としてのメモリを有するマイクロコンピュータ構成のＣＰＵを有し、前記メモ
リには位相調整値が記憶されており、
　前記メディアに対する情報の記録に先立ち、予め必要なウォブル周波数における前記フ
ィルタ回路の位相調整値を前記メモリに記憶させておき、前記メディアに対する実際の記
録時には検出されるウォブル周波数に応じて前記メモリに記憶されている位相調整値を用
いて前記フィルタ回路の位相調整を行うようにしたことを特徴とする請求項６記載の光デ
ィスク装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、周波数変化に伴うフィルタ回路の位相変化を自動的に補正し得る機能を備えた
位相調整機能付フィルタ回路、位相復調回路及びこのようなフィルタ回路や位相復調回路
を備えた光ディスク装置に関する。
【０００２】
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【従来の技術】
記録系メディアでは、一般的に、各半径位置における線速度を正確に検出するために、線
速度一定（ＣＬＶ）方式の回転制御を行った時にメディア上に刻まれたトラックのうねり
（ウォブル）から検出できるウォブル信号の周波数が一定になるようなフォーマットを採
用している。もちろん、記録される情報も線速度一定である。また、未記録領域での概略
位置の特定が可能なようにアドレス情報も必要であるが、そのための一例として、例えば
特開平１０－６９６４６号公報で示されているようにウォブルに位相変調を施す方法が考
えられている。
【０００３】
一方、このようなメディアの再生速度を向上させるため、線速を２倍、３倍と高速化した
り、回転速度を一定にする角速度一定（ＣＡＶ）方式の再生などが一般的になってきてい
る。ＣＡＶ方式はメディアの外周にアクセスするに従い記録されている情報やウォブルの
周波数は高くなっていく。これらの高速化の流れは記録時も同様にある。
【０００４】
ところで、記録時にはウォブル信号の周波数によりメディア回転速度や線速を検出する。
当然、記録速度に応じてこのウォブル信号の周波数が変化するため、検出回路の特性もそ
れに合わせて変更する必要がある。特に、ＣＡＶ方式の場合は絶え間なくウォブル信号の
周波数が変化することになる。
【０００５】
このような状況を鑑み、例えば、特開平１１－２０３６８１号公報によれば、ウォブル信
号を検出するためのＢＰＦ（バンドパスフィルタ）のカットオフ周波数（中心周波数）を
制御する方法が提案されている。即ち、入力される信号周波数により位相まわりが変化す
るダミー回路を用いて、ＢＰＦを通過する信号の周波数を電圧に変換し、その電圧により
ＢＰＦの中心周波数を制御している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
ＢＰＦは中心周波数からずれるに従い増幅率が変化するため、常に検出信号周波数を中心
周波数としておく必要がある。しかし、ＢＰＦのもう一つの大きな特殊性は中心周波数付
近で位相が顕著に変化することである。中心周波数付近で増幅率はなだらかに変化するが
、位相の変化率は最も高い。
【０００７】
よって、特開平１１－２０３６８１号公報に示されるような従来例の場合、ダミー回路に
よる電圧制御によりＢＰＦの周波数特性を決定する場合、ダミー回路の周波数－位相特性
や、ＢＰＦ周波数特性など個々のバラツキによってその周波数追従性は誤差が大きくなる
。同一の特性を満足させるように注意しても回路構成、集積化時の配線レイアウトなど異
なることにより、バラツキは発生する。もちろん、中心周波数からずれて増幅率が下がり
ＢＰＦ出力を途切れさせることがない程度の制御は可能であるが、中心周波数付近で変化
率が大きいＢＰＦの位相を制御するような正確さは期待できない。
【０００８】
ＢＰＦの位相まわり（変化）が周波数によって変化することで問題となるのは、以下のよ
うな場合である。
メディアから得られたウォブル信号はメディア上の正確な位置を示しているといえる。記
録系メディアにおいて情報を書き足す追記や、情報を書き換えるオーバーライトの場合、
前回記録したデータを破壊しないようにメディア上の位置を高精度に特定して記録の開始
を行うので、メディアから得られたウォブル信号の周波数に依らず同位相の信号をＢＰＦ
出力として検出する必要がある。ＣＤ系メディアなどではつなぎ部分のデータを破壊して
もよいフォーマットになっているため、アドレス情報を基に大雑把な追記、オーバーライ
トが行われている。ただし、データのロスが大きいのは言うまでもない。一方、ＤＶＤ系
メディアではデータの損失は最小限に抑えることが必要であり、アドレス情報だけではそ
の精度が得られない。このため、ウォブル信号を基にクロックを生成して、より正確に位
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置を確定する方式が取られるが、ＢＰＦの位相まわりが発生すると、このクロックにもず
れが生じ、メディア上位置の特定にばらつきが生じる。ＣＡＶ方式などの場合にはシーム
レスに周波数が変わるので、フィルタ回路の位相まわり特性に周波数依存があると、固定
値を用いる補正では対応できない。
【０００９】
前述した従来例の場合、ダミー回路を用いてＢＰＦの周波数特性を決定している故に生じ
る位相まわりは、その量だけメディア上の特定位置がずれてばらつくことになる。たとえ
１つの回路で周波数に依らず位相まわりが固定であっても、別装置の回路とは同じとは限
らない。
【００１０】
なお、ウォブルにはアドレス情報が含まれているが、アドレス情報で検出できるメディア
上位置は、この位相まわりの問題とは時間的尺度が全く違っていて大きいため、解決には
ならない。
【００１１】
このようなことから、本発明は、周波数特性だけでなく、位相特性も入力信号周波数に応
じて調整することで、メディア上の位置を正確に特定できる位相調整機能付フィルタ回路
及びこの回路を含む位相復調回路を備える光ディスク装置を提供することを目的とする。
【００１２】
また、本発明は、フィルタの位相調整を、アドレス検出のための位相復調回路構成と近い
構成により行わせることで、回路の共有化による追加規模縮小、コストメリットを図るこ
とができ、フィルタ特性が安定することで良好な復調性能も得られる位相復調回路及びこ
の回路を備える光ディスク装置を提供することを目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　本発明の位相調整機能付フィルタ回路は、外部からの信号により周波数特性及び位相特
性が可変なフィルタ回路と、このフィルタ回路の主に周波数特性を決定する第１の制御信
号を生成する周波数制御回路と、前記フィルタ回路の主に位相特性を決定する第２の制御
信号を生成する位相制御回路と、前記フィルタ回路の入力信号と出力信号との位相差を検
出する位相検出回路と、を備え、前記フィルタ回路を前記周波数制御回路からの前記第１
の制御信号により所望の周波数特性に設定した状態で、前記位相検出回路の出力を一定に
保つように前記位相制御回路からの前記第２の制御信号によって前記フィルタ回路の位相
特性を調整するようにした。
【００１４】
従って、フィルタ回路を第１の制御信号により所望の周波数特性に設定した状態で、フィ
ルタ回路の入力信号と出力信号との位相差を一定に保つように第２の制御信号によって位
相特性を調整しているので、周波数に対する変化感度の高い位相まわりについても入力信
号周波数に応じて補正でき、フィルタ回路やその周辺回路によって発生する位相まわりを
除去し、入力信号と出力信号との位相差を周波数に依らず一定に保つことができる。
【００１５】
　また、本発明の位相調整機能付フィルタ回路において、前記フィルタ回路はバンドパス
フィルタを含み、前記第２の制御信号によって前記フィルタ回路の入力信号と出力信号の
位相差をなくすように調整するようにした。
【００１６】
従って、フィルタ回路が位相進み特性と位相遅れ特性とを併せ持つバンドパスフィルタ（
ＢＰＦ）を含み、第２の制御信号によってフィルタ回路の入力信号と出力信号の位相差を
なくすように調整しているので、入力信号と出力信号との位相差を特定の値ではなく０に
調整することができ、回路の簡略化が図れる。また、ＢＰＦは位相まわり０付近の周波数
において増幅率が最大かつ平坦となる特性があるので、位相調整のためにフィルタ回路の
増幅率が大きく変わるという現象もなくなる。
【００１７】
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　また、本発明の位相調整機能付フィルタ回路において、所望の周波数の疑似信号を前記
フィルタ回路に対して選択的に出力する疑似信号発生器と、前記位相検出回路の出力を一
定に保つための前記第２の制御信号のレベルを記憶する記憶回路と、を備え、前記疑似信
号発生器による前記疑似信号の周波数を順次変更して前記フィルタ回路に出力させるとと
もに、各々の周波数における前記第２の制御信号のレベルを前記記憶回路に記憶させるよ
うにした。
【００１８】
従って、所望の周波数の疑似信号を疑似信号発生器により出力させ、その周波数を順次変
更してフィルタ回路に入力させるとともに、各々の周波数において位相検出回路の出力を
一定に保つ第２の制御信号のレベルを記憶させるようにしたので、入力信号の無い状態で
も周波数可変の疑似信号によりフィルタ回路の位相まわりの周波数特性を検出することが
できる。また、入力信号が変調されており周波数や波形が変化する場合にも、安定した周
波数、波形の疑似信号を用いることで、位相まわりを正確に検出できる。
【００１９】
　また、本発明の位相調整機能付フィルタ回路において、前記疑似信号発生器は前記第１
の制御信号により出力する前記疑似信号の周波数を決定できるものであり、前記疑似信号
の周波数と、前記フィルタ回路のカットオフ周波数を等しく設定するようにした。
【００２０】
従って、疑似信号発生器は第１の制御信号で疑似信号の周波数を決定できるものであり、
この疑似信号の周波数とフィルタ回路のカットオフ周波数とを等しく設定することにより
、フィルタ回路のカットオフ周波数の設定を入力信号の周波数検出結果からではなく、半
径位置などから求められた計算値により決定している場合など、疑似信号周波数設定とフ
ィルタ回路カットオフ周波数設定とのずれによる位相まわり検出誤差の発生を防ぐことが
できる。
【００２１】
　本発明の位相復調回路は、外部からの信号によりカットオフ周波数特性及び位相特性が
可変なフィルタ回路と、メディアから得られたウォブル信号の前記フィルタ回路の出力を
基に前記ウォブル信号に重畳された位相変調情報の搬送波にあたる正弦波信号を生成する
搬送波生成回路とを備え、前記ウォブル信号と前記正弦波信号との位相差を特定の値に保
つように、前記フィルタ回路の位相調整を行うようにした。
　本発明の位相復調回路は、外部からの信号によりカットオフ周波数特性及び位相特性が
可変なフィルタ回路と、メディアから得られたウォブル信号の前記フィルタ回路の出力を
基に前記ウォブル信号に重畳された位相変調情報の搬送波にあたる正弦波信号を生成する
搬送波生成回路と、前記ウォブル信号と前記正弦波信号とを乗算する乗算器と、備え、前
記乗算器の前記乗算結果から位相変調情報を復調する位相復調回路であって、前記乗算器
に対する一方の入力を前記搬送波生成回路による正弦波信号から前記フィルタ回路の出力
信号に選択的に切換える乗算器入力切換手段と、前記乗算器に対する一方の入力を前記正
弦波信号から前記フィルタ回路の出力信号に切換えることにより、前記乗算器の前記ウォ
ブル信号と前記フィルタ回路の出力信号との乗算結果からウォブル信号と前記フィルタ回
路の出力信号との位相差を検出し、その位相差を特定の値に保つように前記フィルタ回路
の位相調整を行う位相調整制御手段と、を備える。
【００２２】
従って、外部からの信号によりカットオフ周波数特性及び位相特性が可変なフィルタ回路
を位相復調回路に搭載する場合、この位相復調回路に本来的に用意されている乗算器を位
相検出回路として共用することで、請求項１又は２の場合と同様な作用を得ることができ
、フィルタ回路の位相調整機能追加による回路規模の増大、コストアップが避けられる。
【００２３】
　本発明の位相復調回路は、外部からの信号によりカットオフ周波数特性及び位相特性が
可変なフィルタ回路と、メディアから得られたウォブル信号の前記フィルタ回路の出力を
基に前記ウォブル信号に重畳された位相変調情報の搬送波にあたる正弦波信号を生成する
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とともに外部からの信号により特定の周波数の正弦波信号を生成可能な搬送波生成回路と
、前記ウォブル信号と前記正弦波信号とを乗算する乗算器と、を備え、前記乗算器の前記
乗算結果から位相変調情報を復調する位相復調回路であって、前記フィルタ回路に対する
入力及び前記乗算器に対する一方の入力を前記ウォブル信号から前記搬送波生成回路によ
る正弦波信号に選択的に切換えるフィルタ入力切換手段と、前記乗算器に対する他方の入
力を前記搬送波生成回路による正弦波信号から前記フィルタ回路の出力信号に選択的に切
換える乗算器入力切換手段と、前記搬送波生成回路から特定の周波数の正弦波信号を出力
させるとともに前記フィルタ回路に対する入力を前記ウォブル信号から前記搬送波生成回
路による前記特定の周波数の正弦波信号に切換え、かつ、前記乗算器に対する入力を前記
搬送波生成回路による前記特定の周波数の正弦波信号と前記フィルタ回路の出力信号とに
切換えることにより、前記乗算器の前記特定の周波数の正弦波信号と前記フィルタ回路の
出力信号との乗算結果から前記特定の周波数の正弦波信号と前記フィルタ回路の出力信号
との位相差を検出し、その位相差を特定の値に保つように前記フィルタ回路の位相調整を
行う位相調整制御手段と、を備える。
【００２４】
従って、外部からの信号によりカットオフ周波数特性及び位相特性が可変なフィルタ回路
を位相復調回路に搭載する場合、この位相復調回路に本来的に用意されている乗算器を位
相検出回路として共用し、かつ、位相復調回路に本来的に用意されている搬送波生成回路
を疑似信号発生器として共用することで、請求項３の場合と同様な作用を得ることができ
、フィルタ回路の位相調整機能及び疑似信号発生器追加による回路規模の増大、コストア
ップが避けられる。
【００２５】
　また、本発明の位相復調回路において、前記位相調整制御手段は、前記乗算器の出力信
号のピーク値を検出するピーク検出回路を備え、このピーク検出回路の出力が最大となる
ように前記フィルタ回路の位相調整を行うようにした。
【００２６】
従って、乗算器の出力信号のピーク値が最大となるようにフィルタ回路の位相調整を行っ
ているので、乗算器の乗算結果から簡単な回路構成で、正確に位相差が０となる調整値を
求めることができる。
【００２７】
　本発明の光ディスク装置は、上記の位相調整機能付フィルタ回路のうち何れか一の位相
調整機能付フィルタ回路を含みメディアから得られるウォブル信号に基づき位相変調情報
を復調する位相復調回路又は上記の位相復調回路のうち何れか一の位相復調回路を備える
。
【００２８】
　従って、上記の位相調整機能付フィルタ回路のうち何れか一の位相調整機能付フィルタ
回路を含みメディアから得られるウォブル信号に基づき位相変調情報を復調する位相復調
回路又は上記の位相復調回路のうち何れか一の位相復調回路を備えることで、各々の発明
と同様な作用を得ることができる。
【００２９】
　また、本発明の光ディスク装置において、位相調整値を記憶する記憶手段を備え、前記
メディアに対する情報の記録に先立ち、予め必要なウォブル周波数における前記フィルタ
回路の位相調整値を前記記憶手段に記憶させておき、前記メディアに対する実際の記録時
には検出されるウォブル周波数に応じて前記記憶手段に記憶されている位相調整値を用い
て前記フィルタ回路の位相調整を行うようにした。
【００３０】
従って、メディアに対する情報の記録に先立ち、必要なウォブル信号周波数におけるフィ
ルタ回路の位相調整値を記憶手段に記憶しておき、実際の記録時には検出したウォブル信
号周波数に応じて記憶されている位相調整値を用いてフィルタ回路の位相調整を行うよう
にしたので、ウォブル信号周波数に依らずウォブル信号とフィルタ回路の出力信号との位
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相が一定であり、ウォブルが示しているメディア上の現アクセス位置をフィルタ回路出力
信号から正確に確定できる。
【００３１】
【発明の実施の形態】
本発明の第一の実施の形態を図１ないし図３に基づいて説明する。まず、本発明の特長的
な位相調整機能付フィルタ回路を含む位相復調調回路を備える光ディスク装置の概要につ
いて図１を参照して説明する。この光ディスク装置は、ＤＶＤ－Ｒ又はＤＶＤ－ＲＷのよ
うな記録可能なメディア１を対象とするものであり、スピンドルモータ２により回転駆動
されるこのメディア１に対してレーザ光のスポットを照射し、その反射光を検出する光ピ
ックアップ３が設けられている。また、光ピックアップ３により検出された信号を再生信
号として演算処理する再生回路４と、この再生回路４で生成された信号のうちユーザデー
タ成分のフォーマットを変換するデコーダ５とが設けられ、記憶手段としてのメモリを有
するマイクロコンピュータ構成のＣＰＵ６を介して外部ホスト(図示せず)に送るように構
成されている。また、記録すべき情報は外部ホストからＣＰＵ６を介してエンコーダ７に
送られ、このエンコーダ７でフォーマットを変換し、レーザ制御回路８で情報ビットに応
じたレーザの発光制御を行うことで光ピックアップ３の半導体レーザを通してメディア１
上に記録される。
【００３２】
一方、再生回路４からは回転情報やアドレス情報などが位相復調回路９に送られ、ウォブ
ル信号や位相変調情報が検出される。ウォブル信号はサーボ回路１０やクロック生成回路
１１に送られ、サーボ回路１０ではスピンドルモータ２の回転制御を行い、クロック生成
回路１１ではメディア回転に追従した正確なクロックを生成しエンコーダ７に送出する。
位相変調情報はアドレスデコーダ１２に送られ、アクセス位置のアドレス情報を再生する
。
【００３３】
ここに、位相復調回路９は、概略的には、本実施の形態による特長的な位相調整機能付フ
ィルタ回路１３と、メディア１から得られたウォブル信号の位相調整機能付フィルタ回路
１３の出力を基にウォブル信号に重畳された位相変調情報の搬送波にあたる正弦波信号を
生成する搬送波生成回路１４と、ウォブル信号と正弦波信号とを乗算する乗算器１５とを
備えており、乗算器１５の乗算結果からアドレスデコーダ１２に対する位相変調情報を復
調する構成とされている。
【００３４】
なお、本実施の形態で使用するウォブル信号の生成方法として、最も簡易な例は光ピック
アップ３中でトラックに沿った受光素子分割線左右の差分から得られるプッシュプル信号
（トラックエラー信号の一つである）から検出する場合であり、図１ではこの受光素子出
力に基づき再生回路４から得られるように記載してある。
【００３５】
ついで、位相調整機能付フィルタ回路１３の構成例を図２に基づいて説明する。まず、外
部から供給される制御信号（電圧信号でもクロック信号でも構わない）でそのカットオフ
周波数特性が可変できるフィルタ回路１６が設けられている。そのフィルタの構成は低域
通過フィルタ（ＬＰＦ）でも高域通過フィルタ（ＨＰＦ）でも構わないが、それを組合わ
て位相進み成分と位相遅れ成分との両者を併せ持つ回路、例えば、バンドパスフィルタ（
ＢＰＦ）などが使いやすい。ＬＰＦやＨＰＦは位相を遅らせる若しくは進ませる一方なの
で、０ではない特定の位相まわり量を目標に調整することになる。その上、位相が変化す
る周波数域では増幅率も大きく変化するので使用には注意が必要である。その点、ＢＰＦ
は位相まわり０を中心に遅れと進みとの両方の特性を兼ね備えており、位相が大きく変化
する周波数で増幅率は最大かつ平坦である。図３にＢＰＦの周波数特性（増幅率、位相）
を示す。カットオフ周波数（中心周波数）付近で増幅率は最大かつ平坦になるとともに、
位相は０中心に最も変化率が大きいことが分かる。
【００３６】
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このフィルタ回路１６は周波数制御回路１７から入力される第１の制御信号によりカット
オフ周波数が決定される。図２ではＣＰＵ１８からこの第１の制御信号が出力されている
ように描いているが、従来例のようにフィルタ回路１６の入力信号の周波数を検出して第
１の制御信号が生成されるように構成してもよい。他方、フィルタ回路１６の入力信号と
出力信号との位相差を検出する位相検出回路としての位相比較回路１９が設けられている
。そして、位相制御回路２０は位相比較回路１９により検出される位相差が特定の値（Ｂ
ＰＦの場合は０）になるように第２の制御信号を用いてフィルタ回路１６の位相特性を調
整する。
【００３７】
この位相特性の調整は、周波数制御回路１７による第１の制御信号を大まかなカットオフ
周波数の設定として、位相制御回路２０による第２の制御信号を精密なカットオフ周波数
設定とする方法や、周波数制御回路１７による第１の制御信号はカットオフ周波数を主と
して設定し、位相制御回路２０による第２の制御信号は主として位相まわりのみを別途設
定する方法でも構わない。本実施の形態では、例えば、周波数制御回路１７からの第１の
制御信号によりフィルタ回路１６を所望の周波数特性に設定した状態で、位相比較回路１
９の出力を一定に保つように位相制御回路２０からの第２の制御信号によってフィルタ回
路１６の位相特性を調整する。
【００３８】
このような回路構成によれば、リアルタイムに入力信号とフィルタ回路１６の位相が検出
できるので、ＣＡＶ方式などのシームレスに周波数が変わる場合でも逐次位相調整が行え
る。
【００３９】
ところで、本実施の形態の位相調整機能付フィルタ回路１３にあっては、所望の周波数の
信号（疑似信号）を出力する疑似信号発生器２１を備えており、フィルタ回路１６の入力
側に設けられたアナログスイッチ等の切換手段２２の切換えによりこの疑似信号発生器２
１により生成された疑似信号をフィルタ回路１６に入力可能とされている。また、位相制
御回路２０がフィルタ回路１６に対して出力する第２の制御信号のレベルを記憶する記憶
回路２３も付加されている。
【００４０】
そこで、疑似信号発生器２１を用いる場合は、フィルタ回路１６への入力信号を疑似信号
発生器２１により生成された疑似信号に切換え、疑似信号発生器２１により生成された所
望の周波数の疑似信号とフィルタ回路１６の出力信号との位相を位相比較回路１９により
比較することになる。
【００４１】
疑似信号発生器２１の周波数設定はＣＰＵ１８等から行う。そこで、疑似信号発生器２１
により生成出力される疑似信号の周波数を順次変化させてフィルタ回路１６に入力させて
いき、各周波数毎にその都度、位相制御回路２０で求めた第２の制御信号のレベルを記憶
回路２３に周波数とともに記憶させていく。
【００４２】
これによれば、入力信号の無い状態でも周波数可変の疑似信号によりフィルタ回路１６の
位相まわりの周波数特性を検出することができる。また、入力信号が変調されており周波
数や波形が変化する場合にも、安定した周波数、波形の疑似信号を用いることで、位相ま
わりを正確に検出できることとなる。
【００４３】
周波数制御回路１７が入力信号の周波数を検知して第１の制御信号を出力する場合は、周
波数検出誤差によるフィルタ回路１６のカットオフ周波数ずれによる位相差もこのような
位相調整なる補正により除去できる。また、周波数制御回路１７の第１の制御信号がＣＰ
Ｕ１８等から設定するものであった場合は、疑似信号発生器２１への周波数設定と共通の
信号で行われることが望ましい。即ち、疑似信号発生器２１は第１の制御信号で疑似信号
の周波数を決定できるものであり、この疑似信号の周波数とフィルタ回路１６のカットオ
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フ周波数とを等しく設定することにより、フィルタ回路１６のカットオフ周波数の設定を
入力信号の周波数検出結果からではなく、半径位置などから求められた計算値により決定
している場合など、疑似信号周波数設定とフィルタ回路カットオフ周波数設定とのずれに
よる位相まわり検出誤差の発生を防ぐことができることとなる。
【００４４】
本発明の第二の実施の形態を図４及び図５に基づいて説明する。前述した実施の形態で示
した部分又は相当する部分は同一符号を用いて示し、説明も省略する。
【００４５】
まず、光ディスク装置としての構成は図１に示した構成に準ずるが、本実施の形態では、
基本的には、図１中の位相復調回路９に代えて、フィルタ回路１６、搬送波生成回路１４
及び乗算器１５を備えた位相復調回路３１として構成されている。
【００４６】
　図５はこのような位相復調回路３１の構成例を示すブロック図である。位相復調回路３
１の概要を説明すると、ウォブル信号から位相変調成分を抽出するためには、ウォブル信
号と同じ周波数、位相で変調が施されていない搬送波を生成し、この搬送波とウォブル信
号の位相を比較することが一般的である。そこで、フィルタ回路１６によりウォブル信号
からノイズや位相変調成分を取り除き、その信号を基に搬送波生成回路１４にて安定した
SIN波信号(正弦波信号）を生成する。このSIN波信号はウォブル信号と同じ周波数で、基
本的には位相も安定して変化しない。振幅はウォブル信号の基本波（ノイズを除いたSIN
波成分）と同じ値が望ましい。ウォブル信号は乗算器１５にて搬送波生成回路１４からの
SIN波と乗算演算を行う。乗算器１５の乗算出力は図示しないが、積算器、サンプル＆ホ
ールド回路等で処理して位相変調情報を復調する。
【００４７】
ここに、フィルタ回路１６の位相調整にはその入力信号と出力信号との位相を検出する必
要があるが、本実施の形態では、前述した位相比較回路１９に代えて位相復調回路３１中
に本来的に含まれている乗算器１５を利用するようにしたものである。このため、本実施
の形態では、乗算器１５に対する一方の入力を搬送波生成回路１４によるSIN波信号から
フィルタ回路１６の出力信号に選択的に切換えるアナログスイッチ等による乗算器入力切
換手段３２が設けられており、ＣＰＵ１８等により構成される位相調整制御手段３３によ
り切換え制御される。
【００４８】
　乗算器１５を位相比較回路１９代用として用いる場合は、乗算器１５の入力信号の一方
であるSIN波信号をフィルタ回路１６の出力信号に切換える。ウォブル信号とフィルタ回
路１６の出力信号とを乗算器１５で乗算演算すると、図４（ｃ）中に示すように周波数が
２倍の正弦波が得られる。実線が位相ずれなしの場合であり、点線が位相ずれありの場合
である。
【００４９】
この乗算器１５の出力は入力される２つの信号位相が合っている時、最大振幅及び平均値
が最も大きくなる。入力される２つの信号位相がずれていると振幅は減り、平均レベルも
下がる。よって、２つの信号の位相差が０である点は、振幅最大、平均値最大又はピーク
値最大の点を検出することで得られる。この中で最も検出感度の高いものはピーク値であ
り、乗算器１５の出力のピーク値をピーク検出回路３４で検出し、この値が最大となるフ
ィルタ回路１６の（第２の制御信号による）位相設定をＣＰＵ１８を介して行う。
【００５０】
また、入力信号（ウォブル信号）がない状態でフィルタ回路１６の位相調整を行うために
は、疑似信号発生器２１代用として搬送波生成回路１４を用いることができる。このため
、フィルタ回路１６に対する入力及び乗算器１５に対する一方の入力をウォブル信号から
搬送波生成回路１４によるSIN波信号に選択的に切換えるアナログスイッチ等によるフィ
ルタ入力切換手段３５が設けられており、位相調整制御手段３３により切換え制御される
。
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【００５１】
そこで、ウォブル信号がない状態でフィルタ回路１６の位相調整を行う場合は、フィルタ
回路１６の入力信号及び乗算器１５の入力信号となっているウォブル信号から搬送波生成
回路１４から出力された特定周波数のSIN波信号に切換える。特定周波数のSIN波信号とフ
ィルタ回路１６の出力信号との位相比較方法は前述の場合に準ずる。搬送波生成回路１４
の出力信号周波数設定は、フィルタ回路１６の第１の制御信号と等しくすると構成が簡単
で良い。
【００５２】
ところで、実際の光ディスク装置にこのような位相調整機能付フィルタ回路１３を含む位
相復調回路９や位相復調回路３１を搭載するときは、ウォブル信号が入力され、その出力
が別のブロックで使用されている状態でフィルタ回路の位相をリアルタイムに調整する場
合と、実記録の前に疑似信号を発生させるなどを行い、事前に周波数に応じた位相調整を
行ってその位相調整値を例えばＣＰＵ６等における記憶手段としてのメモリに記憶してお
き、実際の記録中には予めメモリに記憶してある位相調整値を用いる場合とが想定できる
。
【００５３】
前者のリアルタイムで位相調整する場合、記録前の位相調整待ち時間や、疑似信号発生器
も必要ないが、位相復調回路９又は３１が実動作で使用されているので、規模が比較的大
きい位相比較回路が必要になる上、入力信号に変調などがある場合には位相比較結果に誤
差が生じ易くなる。この点、後者は位相復調回路９又は３１を搭載してあるシステムに少
し改良を加え、規模の小さいピーク検出回路３４を追加するだけで、安定した位相調整を
行うことができる。
【００５４】
【発明の効果】
　本発明の位相調整機能付フィルタ回路によれば、フィルタ回路を第１の制御信号により
所望の周波数特性に設定した状態で、フィルタ回路の入力信号と出力信号との位相差を一
定に保つように第２の制御信号によって位相特性を調整するようにしたので、周波数に対
する変化感度の高い位相まわりについても入力信号周波数に応じて補正でき、フィルタ回
路やその周辺回路によって発生する位相まわりを除去し、入力信号と出力信号との位相差
を周波数に依らず一定に保つことができる。
【００５５】
　本発明によれば、位相調整機能付フィルタ回路において、フィルタ回路が位相進み特性
と位相遅れ特性とを併せ持つバンドパスフィルタ（ＢＰＦ）を含み、第２の制御信号によ
ってフィルタ回路の入力信号と出力信号の位相差をなくすように調整するようにしたので
、入力信号と出力信号との位相差を特定の値ではなく０に調整することができ、回路の簡
略化が図れる。また、ＢＰＦは位相まわり０付近の周波数において増幅率が最大かつ平坦
となる特性があるので、位相調整のためにフィルタ回路の増幅率が大きく変わるという現
象もなくなる。
【００５６】
　本発明によれば、位相調整機能付フィルタ回路において、所望の周波数の疑似信号を疑
似信号発生器により出力させ、その周波数を順次変更してフィルタ回路に入力させるとと
もに、各々の周波数において位相検出回路の出力を一定に保つ第２の制御信号のレベルを
記憶させるようにしたので、入力信号の無い状態でも周波数可変の疑似信号によりフィル
タ回路の位相まわりの周波数特性を検出することができ、また、入力信号が変調されてお
り周波数や波形が変化する場合にも、安定した周波数、波形の疑似信号を用いることで、
位相まわりを正確に検出することができる。
【００５７】
　本発明によれば、位相調整機能付フィルタ回路において、疑似信号発生器は第１の制御
信号で疑似信号の周波数を決定できるものであり、この疑似信号の周波数とフィルタ回路
のカットオフ周波数とを等しく設定するようにしたので、フィルタ回路のカットオフ周波
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数の設定を入力信号の周波数検出結果からではなく、半径位置などから求められた計算値
により決定している場合など、疑似信号周波数設定とフィルタ回路カットオフ周波数設定
とのずれによる位相まわり検出誤差の発生を防ぐことができる。
【００５８】
　本発明の位相復調回路によれば、外部からの信号によりカットオフ周波数特性及び位相
特性が可変なフィルタ回路を位相復調回路に搭載する場合、この位相復調回路に本来的に
用意されている乗算器を位相検出回路として共用するようにしたので、請求項１又は２の
場合と同様な作用を得ることができ、フィルタ回路の位相調整機能追加による回路規模の
増大、コストアップを避けることができる。
【００５９】
　本発明の位相復調回路によれば、外部からの信号によりカットオフ周波数特性及び位相
特性が可変なフィルタ回路を位相復調回路に搭載する場合、この位相復調回路に本来的に
用意されている乗算器を位相検出回路として共用し、かつ、位相復調回路に本来的に用意
されている搬送波生成回路を疑似信号発生器として共用するようにしたので、請求項３の
場合と同様な作用を得ることができ、フィルタ回路の位相調整機能及び疑似信号発生器追
加による回路規模の増大、コストアップを避けることができる。
【００６０】
　本発明によれば、位相復調回路において、乗算器の出力信号のピーク値が最大となるよ
うにフィルタ回路の位相調整を行うようにしたので、乗算器の乗算結果から簡単な回路構
成で、正確に位相差が０となる調整値を求めることができる。
【００６１】
　本発明の光ディスク装置によれば、上記の位相調整機能付フィルタ回路のうち何れか一
の位相調整機能付フィルタ回路を含みメディアから得られるウォブル信号に基づき位相変
調情報を復調する位相復調回路又は上記の位相復調回路のうち何れか一の位相復調回路を
備えるので、各々の発明と同様な効果を得ることができる。
【００６２】
　本発明によれば、光ディスク装置において、メディアに対する情報の記録に先立ち、必
要なウォブル信号周波数におけるフィルタ回路の位相調整値を記憶手段に記憶しておき、
実際の記録時には検出したウォブル信号周波数に応じて記憶されている位相調整値を用い
てフィルタ回路の位相調整を行うようにしたので、ウォブル信号周波数に依らずウォブル
信号とフィルタ回路の出力信号との位相が一定であり、ウォブルが示しているメディア上
の現アクセス位置をフィルタ回路出力信号から正確に確定することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第一の実施の形態の光ディスク装置の概要を示すブロック構成図である
。
【図２】その位相調整機能付フィルタ回路の構成例を示すブロック図である。
【図３】ＢＰＦの周波数特性図である。
【図４】本発明の第二の実施の形態の位相復調回路動作波形図である。
【図５】本発明の第二の実施の形態の位相復調回路の構成例を示すブロック図である。
【符号の説明】
１　メディア
９　位相復調回路
１３　位相調整機能付フィルタ回路
１４　搬送波生成回路
１５　乗算器
１６　フィルタ回路
１７　周波数制御回路
１９　位相検出回路
２０　位相調整回路
２１　疑似信号発生器
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２３　記憶回路
３１　位相復調回路
３２　乗算器入力切換手段
３３　位相調整制御手段
３４　ピーク検出回路
３５　フィルタ回路入力切換手段

【図１】 【図２】

【図３】
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